
薩
摩
版
・
日
向
版
『
諏
丞
分
韻
略
』
の
加
筆
訓
を
め
ぐ
っ
て

ー
か
ま
き
り
の
異
称
ア
マ
キ
ビ
を
中
心
に
1

は
じ
め
に

虎
関
師
錬
の
編
纂
に
か
か
る
『
衆
分
韻
略
』
は
、
当
初
、
平
・

上
・
去
・
入
の
四
声
そ
れ
ぞ
れ
に
順
を
追
っ
て
の
韻
目
配
列
を
行
う

形
式
で
あ
っ
た
が
、
後
に
、
平
・
上
・
去
を
縦
に
三
段
に
配
し
て
韻

目
配
列
を
行
う
所
謂
「
三
重
韻
」
形
式
が
一
般
的
と
な
る
。
九
州
で

は
文
明
十
三
年
(
-
四
八
一
）
に
薩
摩
版
、
五
十
年
ほ
ど
後
の
享
禄

三
年
(
-
五
三

0
)
に
日
向
版
の
三
重
韻
形
式
の
『
緊
分
韻
略
」
が

刊
行
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
三
重
韻
形
式
の
嘴
矢
と
さ
れ
て
い
る
。

『
棗
分
韻
略
』
は
室
町
末
期
ま
で
に
畿
内
や
九
州
・
山
ロ
・
美
濃
・

駿
河
等
各
地
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
印
刷
物
の
通
例
で
、
書
写
に
よ

っ
て
テ
キ
ス
ト
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
段
階
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

数
の
『
衆
分
韻
略
』
が
各
々
の
地
で
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
九
州
で
刊
行
さ
れ
た
二
版
の
『
緊
分
韻
略
』
も
、
他
地
域
と

の
交
流
に
伴
っ
て
遠
方
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
刊

行
地
周
辺
で
使
用
さ
れ
た
も
の
も
多
く
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

室
町
末
期
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
『
緊
分
韻
略
』
は
、
ほ
ぼ
全
て
が

無
訓
本
と
見
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
伝
本
の
多
く
は
使
用
者
に
よ
っ

て
施
さ
れ
た
字
音
・
字
訓
の
加
筆
を
有
し
て
い
る
。
『
緊
分
韻
略
』

は
王
に
漢
詩
文
作
成
を
目
的
と
し
て
参
照
さ
れ
る
辞
書
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
こ
に
は
、
当
該
地
域
の
韻
事
を
巡
る
場
に
お
い
て
心
得
て

お
く
べ
き
知
識
が
記
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
や
や
抽
象
的
に
言
え

ば
、
各
地
の
使
用
者
が
こ
の
辞
書
を
以
て
参
画
し
よ
う
と
し
て
い
た

言
語
文
化
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
の
画
像
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
薩
摩
版
『
緊
分
韻
略
』
の

辞
書
本
文
五
一
丁
表
の
上
段
部
分
（
平
声
五
晦
唐
第
七
の
気
形
門
）

で
あ
る
。
一
行
目
三
文
字
目
の
「
娘
」
に
は
「
イ
ホ
シ
リ
／
ア
マ
キ

ヒ
」
の
加
筆
が
見
え
る
。
同
じ
行
の
「
ヒ
ハ
リ
」
「
ミ
タ
リ
ニ
」
「
イ

0

0

 

ホ
シ
リ
」
に
見
る
と
お
り
、
こ
の
部
分
に
は
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
な

米

谷

隆

史
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い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
ア
マ
キ
ヒ
」
は
、
『
日
葡
辞
書
』
が

か
ま
き
り
の
異
称
と
し
て
見
出
語
と
す
る
「
ア
マ
キ
ビ
」
で
あ
ろ

う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
ア
マ
キ
ビ
を
端
緒
と
し
て
、
加
筆
さ
れ
た
語

の
地
域
性
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
言
語
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
考

察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
以
降
、
『
緊
分
韻
略
』
へ
の
加
筆
は

字
音
・
字
訓
を
問
わ
ず
「
加
筆
訓
」
と
称
す
る
が
、
本
稿
で
は
和
語

の
み
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、
字
音
の
加
筆
訓
に
は
言
及
せ

ず
に
論
を
進
め
る
。

ま
た
、
改
行
は
／
で
示
し
、
割
書
は
〈
〉
内
に
、
左
側
の
付
訓

や
注
は
[
]
内
に
引
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
薩
摩
版
•
H

向
版
の
伝
本
と
加
筆
訓

国
内
で
の
国
害
の
印
刷
は
内
典
に
属
す
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た

が
、
『
緊
分
韻
略
』
は
そ
の
成
立
後
早
い
段
階
か
ら
版
本
と
し
て
流

布
し
て
い
た
と
見
ら
れ
て
お
り
、
外
典
の
国
書
刊
行
の
先
駆
け
と
も

さ
れ
る
。
三
重
韻
形
式
の
採
用
以
前
に
も
各
地
で
開
版
が
確
認
さ

れ
、
室
町
末
期
ま
で
の
版
本
に
限
っ
て
も
現
存
伝
本
は
多
数
に
の
ぼ

る
。
そ
の
う
ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
九
州
の
両
版
に
つ
い
て
、
川

瀬
一
馬
(
-
九
七

0
)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

九
州
の
地
、
南
部
の
島
津
氏
領
内
に
於
い
て
は
、
文
明
か
ら
享

禄
に
か
け
て
数
十
年
間
に
数
種
の
印
行
が
あ
る
。
そ
の
前
半
文
明

年
間
の
薩
摩
に
於
け
る
開
版
は
、
桂
庵
玄
樹
の
教
導
に
負
ふ
も
の
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で
あ
る
。
桂
庵
玄
樹
は
周
防
山
口
に
生
れ
、
京
に
上
つ
て
参
禅
勉

学
し
て
儒
書
に
通
じ
、
後
に
入
明
し
て
か
の
地
に
留
る
こ
と
七

年
、
宋
学
を
学
ん
で
帰
朝
し
た
。
京
都
の
争
乱
を
岩
見
に
避
け
、

文
明
八
年
菊
池
（
重
朝
）
氏
に
招
か
れ
、
次
い
で
十
年
島
津
氏
の

聘
に
よ
っ
て
鹿
児
島
に
赴
い
た
。
島
津
忠
昌
は
桂
樹
院
を
建
て
て

師
を
開
山
と
し
た
が
、
こ
の
地
で
盛
ん
に
宋
学
を
講
じ
、
島
津
家

の
家
老
伊
地
知
重
貞
と
謀
り
「
大
学
章
句
」
（
一
冊
）
を
文
明

十
三
年
応

□

に
開
版
し
た
。
…
中
略
…

大
学
章
旬
の
初
刊
と
同
時
に
文
明
十
三
年
に
「
緊
分
韻
略
」

（
一
冊
）
が
開
版
せ
ら
れ
た
。
・
：
中
略
…
薩
摩
版
緊
分
韻
略
の
巻

末
に
は
、
文
明
豆
刻
梓
」
薩
陽
和
泉
荘
の
木
記
が
あ
る
。
そ
の

様
式
は
先
行
の
応
永
十
九
年
刊
東
福
寺
版
に
基
く
も
の
で
あ
ら

う
。
後
印
本
に
は
そ
の
木
記
の
下
方
に
「
宗
藝
」
の
一
一
字
を
陰
刻

し
て
入
木
し
て
あ
る
。
…
中
略
…

そ
の
後
梢
時
を
隔
て
て
享
禄
年
間
に
同
じ
島
津
氏
の
領
内
日
向

の
地
で
、
緊
分
韻
略
と
碧
巌
録
と
が
同
時
に
刊
行
せ
ら
れ
た
。

緊
分
韻
略
（
二
冊
）
は
、
真
幸
院
の
蔵
版
で
、
巻
末
に
「
亨
禄

菰
刻
梓
」
日
陽
真
幸
院
」
の
木
記
が
あ
り
、
そ
の
下
方
に
「
作
者

宥
圃
」
箪
者
秀
篤
」
と
附
刻
す
る
の
は
、
版
本
を
作
る
者
、
刊
行

者
と
版
下
筆
者
の
意
で
あ
ら
う
。
こ
の
日
向
版
は
明
応
二
年
刊
周

防
版
に
基
い
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
…
中
略
…
こ
の
版
木
は
江
戸

末
期
ま
で
摩
滅
が
著
し
い
な
が
ら
も
残
存
し
て
ゐ
て
、
屋
代
弘
賢

が
薩
摩
藩
の
知
人
に
依
頼
し
そ
の
首
尾
の
部
分
の
み
を
残
版
で
摺

刷
し
て
も
ら
っ
た
一
本
が
あ
っ
た
。
…
以
下
略
（
―
-
六
一
頁
＼

二
六
三
頁
）

日
向
版
の
版
木
が
残
存
し
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
、
川
瀬

（
一
九
五
五
）
は
「
屋
代
弘
賢
が
曽
槃
に
手
簡
を
送
り
、
そ
の
残
版

摺
の
標
本
巻
首
尾
一
二
菓
を
求
め
得
て
ゐ
る
事
実
に
拠
つ
て
判
る
。
そ

の
残
版
摺
一
冊
と
曽
槃
よ
り
屋
代
弘
賢
に
宛
て
た
返
簡
と
が
現
存
し

て
ゐ
る
。
（
家
蔵
、
一
冊
）
日
向
国
は
明
治
維
新
の
際
、
排
仏
毀
釈

が
甚
し
く
行
は
れ
、
寺
院
は
尽
く
毀
さ
れ
た
程
で
あ
る
か
ら
、
真
幸

院
も
今
は
遺
址
の
み
で
古
版
木
な
ど
の
消
息
も
全
く
不
明
で
あ
る
」

（
四
九
三
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
川
瀬
氏
の
手
元
に
あ
っ
た
こ
の

「
残
版
摺
」
と
「
返
簡
」
は
現
在
、
宮
崎
県
総
合
博
物
館
の
所
蔵
と

な
っ
て
お
り
、
「
返
簡
」
に
「
…
日
陽
真
幸
／
院
〈
今
ハ
属
／
隅
州
〉

般
若
寺
〈
浄
土
／
卜
覚
候
〉
／
〈
村
上
天
皇
之
御
宇
二
／
創
建
有
之

候
由
〉
右
之
蔵
板
／
御
座
候
…
」
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
な
お
、
か
の
地
に
お
け
る
印
刷
文
化
発
達
の
背
景
と
し
て
、
南

薩
を
中
心
と
す
る
文
運
の
高
ま
り
に
加
え
て
坊
津
港
を
介
し
て
の
堺

や
大
陸
と
の
文
化
的
交
流
の
存
在
を
考
慮
す
べ
き
と
す
る
島
屋
政
一

（
一
九
三
―
―
一
[
-
三
四
八
頁
）
川
瀬
一
馬
(
-
九
七

0
ニ
一
六
四
頁
）

の
指
摘
に
も
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

川
瀬
氏
等
の
調
査
を
参
考
に
し
て
、
原
本
や
紙
焼
写
真
、
影
印
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本
、
電
子
画
像
に
よ
る
確
認
を
行
っ
た
薩
摩
版
・
日
向
版
の
伝
本
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

0
文
明
十
三
年
薩
摩
版

a
天
理
図
書
館
本
「
室
町
期
」

b
国
会
図
書
館
蔵
本
「
概
ね
室
町
期
」

C

東
洋
文
庫
蔵
本
「
室
町
末
期
及
び
江
戸
初
期
」

d
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本

0
享
禄
三
年
日
向
版

e
東
洋
文
庫
蔵
本
「
室
町
末
期
」

f
龍
門
文
庫
蔵
本
「
室
町
末
期
頃
」
と
「
江
戸
中
期
頃
」

g
京
都
大
学
谷
村
文
庫
蔵
本

h
宮
崎
県
総
合
博
物
館
蔵
本

i
内
閣
文
庫
蔵
本
（
和
一
九

0
八
八
）

j
内
閣
文
庫
蔵
本
（
和
一
九
一
三
一
）

k
真
福
寺
蔵
本

＊
薩
摩
版
の
う
ち
C

は
刊
記
の
下
に
「
宗
藝
」
の
陰
刻
を
加
え
た

後
印
本
で
あ
る
。
ま
た
、

d
は
巻
末
を
逸
す
る
。

右
の
ほ
と
ん
ど
に
加
筆
訓
が
見
ら
れ
る
が
、
．
J
は
加
箪
訓
が
冒
頭

部
分
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
こ
と
、

K
は
加
筆
訓
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
以
降
の
検
討
で
は
こ
の
二
本
に
は
言
及
し
な
い
。
こ
の

他
、
東
洋
文
庫
に
「
覆
文
明
十
―
―
一
年
刊
薩
摩
版
」
と
さ
れ
る
無
刊
記

の
一
本
が
存
す
る
が
、
刊
行
地
が
不
明
で
あ
る
こ
と
と
加
筆
訓
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
も
調
査
対
象
と
し
な
い
。

各
伝
本
の
所
蔵
機
関
が
作
成
し
た
目
録
が
記
す
書
誌
情
報
に
は

そ
れ
ぞ
れ
に
注
目
す
べ
き
点
が
存
す
る
が
、
伝
来
に
関
す
る
点
に

つ
い
て
若
干
の
補
足
を
し
て
お
く
。
東
洋
文
庫
日
本
研
究
委
員
会

（
一
九
九

0
)
や
島
屋
政
一
(
-
九
三
三
）
に
言
及
が
あ
る
と
お
り
、

e
に
は
巻
末
に
「
奥
州
和
賀
郡
／
薩
州
下
向
之
醐
永
伝
二
附
与
之
」

（

一

五

七

l

)

「
元
亀
二
年
初
春
之
上
旬
般
若
寺
別
当
坊
恵
喩
」
の
二
つ
の
識
語

が
あ
り
、
前
者
の
識
語
下
部
に
は
「
永
伝
」
の
印
文
の
蔵
書
印
が
見

え
る
。
こ
の
識
語
か
ら
は
「
奥
州
和
賀
郡
」
（
現
在
の
岩
手
県
）
と

「
薩
州
」
の
い
ず
れ
か
ら
い
ず
れ
へ
「
附
与
」
さ
れ
た
の
か
確
定
し

が
た
い
が
、
東
北
地
方
の
僧
侶
が
こ
の
薩
摩
版
を
手
に
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
吉
松
郷
土
誌
編

集
委
員
会
(
-
九
九
五
）
は
、
同
町
（
現
在
は
鹿
児
島
県
湧
水
町
）

「
般
若
寺
跡
」
の
「
歴
代
住
持
と
金
石
文
並
び
に
消
息
」
の
項
で
、

マ
マ

現
存
す
る
五
輪
塔
に
「
恵
喩
逆
修
／
元
亀
一
二
天
十
月
」
の
銘
文
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
解
説
で

e
の
識
語
と
の
関
係
に
言
及
し

て
い
る
。
曽
槃
の
「
返
簡
」
に
見
る
「
般
若
寺
」
は
同
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
銘
文
は
日
向
版
の
刊
行
地
と
そ
の
所
持
者
に
関
す
る

確
た
る
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
の
伝
本
に
も
寺
院
や
所

持
者
と
見
ら
れ
る
蔵
書
印
や
識
語
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
特
定
に
は

（
注

1
)

至
っ
て
い
な
い
。
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右
に
示
し
た
伝
本
の
う
ち
、

a
.
b
.
C
.
e
.
f
の
「
」
内

に
転
載
し
た
の
は
、
所
蔵
機
関
の
目
録
や
影
印
本
の
解
説
が
記
す
加

筆
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
識
語
な
ど
の
内
容
に
加
え
て
、
片
仮
名

の
字
体
や
字
形
、
音
訓
の
語
形
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
な
さ
れ
た

判
断
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
刷
り
上
が
っ
て
完

成
し
た
後
、
い
つ
頃
加
箪
訓
が
施
さ
れ
た
の
か
を
判
定
す
る
の
は
な

か
な
か
困
難
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
奥
村
三
雄
(
-
九
七
一
詈

以
下
奥
村
氏
の
言
及
は
全
て
こ
の
文
献
に
よ
る
）
は
、
「
無
訓
版
諸

本
に
認
め
ら
れ
る
墨
筆
や
朱
箪
の
音
訓
カ
ナ
は
、
そ
の
加
筆
事
情
な

ど
不
明
の
も
の
が
多
い
わ
け
で
あ
る
が
、
概
ね
中
世
期
頃
の
加
筆
と

見
る
べ
き
か
。
第
一
、
カ
ナ
付
刻
本
の
開
版
期
以
降
に
お
い
て
、
わ

ざ
わ
ざ
、
無
訓
本
を
用
い
、
そ
れ
に
音
訓
カ
ナ
を
書
き
こ
む
と
い
う

様
な
事
は
、
ち
ょ
っ
と
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
」
(
-
―
―
八
頁
）
と
し

て
、
「
付
刻
訓
」
を
備
え
る
慶
長
十
七
年
版
『
緊
分
韻
略
』
（
以
下
、

慶
長
版
と
略
記
す
る
）
等
が
容
易
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
る
江
戸
期

に
入
っ
て
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
無
訓
本
に
こ
と
さ
ら
加
筆
を
施
す

必
要
性
は
低
く
な
っ
た
と
の
推
測
を
示
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
前
代

の
辞
書
が
以
降
に
受
け
継
が
れ
て
使
用
さ
れ
た
例
は
あ
り
、
江
戸
期

に
入
っ
て
か
ら
も
、
書
き
込
み
が
で
き
る
い
わ
ば
白
文
の
「
緊
分
韻

略
』
が
学
習
に
際
し
て
重
宝
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
排
除
は
で
き

な
い
。
し
か
し
、
全
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
奥
村
氏
の
見
解
は
首
肯

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、
時
期
の
推
定
が
な
さ
れ
て
い

な
い
加
筆
訓
に
つ
い
て
も
、
概
ね
江
戸
期
の
前
半
頃
ま
で
の
も
の
と

想
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
奥
村
氏
は
右
の
他
に
も
、
『
緊
分
韻
略
」
の
流
布
や
加
筆

訓
・
付
刻
訓
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
重
要
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

本
稿
に
関
わ
る
点
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

イ
加
筆
訓
の
存
在
や
慶
長
版
の
よ
う
な
「
付
訓
刻
本
の
成
立
」
が

「
節
用
的
機
能
の
発
達
を
示
す
も
の
な
る
こ
と
」
(
-
―
一
七
頁
）
や

「
緊
分
韻
略
の
使
用
は
、
中
世
期
に
お
い
て
既
に
、
地
域
的
に
も

位
相
的
に
も
か
な
り
の
広
が
り
を
示
し
た
」
（
―
二
九
頁
）
こ
と

を
認
め
つ
つ
も
、
韻
分
類
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
「
緊
分
韻
略
の
庶

民
的
頻
用
に
関
す
る
限
界
」
(
-
―
―
二
頁
）
に
注
意
を
促
し
て
い

る
点
。

ロ
慶
長
版
の
付
刻
訓
に
つ
い
て
、
「
或
種
の
規
範
性
ー
復
古
意
識

と
で
も
い
う
べ
き
か
が
著
し
い
様
で
あ
る
」
、
ま
た
「
《
個
人
的
な

手
控
え
で
な
く
公
刊
す
る
も
の
》
と
い
う
様
な
意
識
が
、
或
程
度

う
か
が
え
よ
う
か
。
」
(
-
五
三
頁
）
と
述
べ
て
、
加
筆
訓
の
側
に

「
個
人
的
な
手
控
え
」
と
し
て
の
性
格
を
認
め
て
い
る
点
。

ハ
慶
長
版
の
付
刻
訓
に
そ
れ
以
前
の
加
筆
訓
と
は
一
致
し
な
い
も

の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
典
拠
に
「
中
古
＼
中
世
期
頃
の

辞
書
類
や
、
抄
物
類
そ
の
他
禅
宗
関
係
に
お
け
る
漢
詩
漢
文
の
訓

ミ
方
な
ど
も
考
え
合
わ
さ
れ
る
」
(
-
五
五
頁
）
と
す
る
点
。

慶
長
版
付
刻
訓
に
見
ら
れ
る
「
ホ
ウ
（
瞼
）
」
「
ア
ヲ
キ
（
籠
）
」
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『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』

「
ヱ
ル
リ
（
櫨
）
」
「
ビ
モ
ロ
ケ
（
昨
）
」
「
マ
フ
ル
（
衛
・
守
）
」

「
ト
ラ
カ
ス
（
錦
）
」
「
ノ
ヱ
フ
ス
（
恨
）
」
の
よ
う
な
特
殊
な
音
変

化
形
が
、

b
の
加
筆
訓
と
一
致
す
る
事
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
も

し
、
こ
れ
ら
慶
長
版
付
刻
訓
の
出
典
と
な
っ
た
中
世
地
方
版
の
加

筆
訓
が
、
そ
の
出
版
事
情
に
準
じ
、
各
地
方
人
の
手
に
な
っ
た
と

す
れ
ば
、
そ
れ
ら
特
殊
形
の
中
に
は
、
或
程
度
方
言
的
な
要
素
が

含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
」
(
-
九
―
一
頁
＼
一
九
三
頁
）

と
し
て
、
加
筆
訓
に
地
域
性
が
存
す
る
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る

（
注

2
)

点。

以
降
の
検
討
は
、
右
の
四
点
を
踏
ま
え
て
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

二
か
ま
き
り
の
異
称
ア
マ
キ
ビ

か
ま
き
り
を
指
す
ア
マ
キ
ビ
と
い
う
語
に
関
す
る
先
行
研
究
を
確

認
し
て
お
く
。
ま
ず
は
、
辞
典
類
の
記
述
で
あ
る
。

あ
ま
き
び
直
翅
日
の
昆
虫
カ
マ
キ
リ
。
「
ど
n
a
q
i
b
i

(
ア
マ
キ
ビ
）
。

「
蟷
娘
」
に
同
じ
。
か
ま
き
り
」
（
日
葡
）

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編
』

あ
ま
き
び
《
名
》
か
ま
き
り
。
＊
日
葡
辞
書
(
1
6
0
3
,
 04
)

「A
m
a
q
i
b
i

（
ア
マ
キ
ビ
）
。
す
な
わ
ち
、
タ
ウ
ラ
ウ
〈
訳
〉
か
ま
き
り
」
願
圏

日
葡

『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
で
は
他
に
「
甘
黍
」
を
、
さ
と

う
き
び
（
兵
庫
県
及
び
、
岐
阜
県
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
、
長
崎

県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、
以
上
六
県
の
一
部
）
•
さ
と
う
も
ろ

こ
し
（
新
潟
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
長
崎
県
、
熊

本
県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
、
以
上
九
県
の
一
部
）

の
方
言
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
。

か
ま
き
り
の
異
称
は
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
富
さ
も
あ
っ

て
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
柳
田
国
男
(
-
九
―
一
七
）
や
東
条

操
(
-
九
三
八
）
、
国
立
国
語
研
究
所
(
-
九
七
二
）
に
加
え
て
、

文
献
を
博
捜
し
て
通
史
的
な
観
点
か
ら
の
分
析
を
行
っ
た
下
野
雅
昭

（
一
九
八
―
―
-
）
、
廣
戸
惇
(
-
九
八
六
）
が
備
わ
る
。
こ
れ
ら
に
お
い

て
も
、
『
日
葡
辞
書
』
以
外
の
ア
マ
キ
ビ
の
用
例
は
言
及
さ
れ
て
お

ら
ず
、
近
現
代
の
方
言
分
布
も
確
認
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う

し
た
状
況
も
あ
っ
て
か
、
下
野
氏
は
『
日
葡
辞
書
』
掲
載
の
ア
マ
キ

ビ
を
「
中
央
語
を
記
述
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ

れ
た
。
ま
た
、
廣
戸
氏
は
、

a
a
i
i
と
い
う
母
音
配
列
の
一
致
を

考
慮
し
た
上
か
、
ア
マ
キ
ビ
を
カ
マ
キ
リ
同
様
に
「
か
ま
系
」
の
語

と
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
る
（
―
-
九
0
頁）。

ま
ず
、
右
の
両
氏
の
調
査
を
参
考
に
し
て
、
『
日
葡
辞
書
』
中
の

か
ま
き
り
を
指
す
語
を
確
認
し
よ
う
。
次
に
示
す
よ
う
に
「
ア
マ
キ

ビ
」
「
カ
マ
キ
リ
」
「
イ
ボ
ジ
リ
」
「
イ
ボ
ム
シ
」
「
タ
ウ
ラ
ウ
」
の
五

＊
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蟷
娘
（
イ
気
形
）

も
の
で
あ
る
。

蛭
娘
[
タ
ゥ
ラ
ゥ
]

斧
〉
（
力
気
形
）

蛸
娘
（
力
気
形
）

辞
書
を
一
覧
す
れ
ば
、

蛭
娘
（
夕
気
形
）

「
易
林
本
節
用
集
』

『
文
明
本
節
用
集
』

蟷
螂
[
イ
ホ
ム
シ
]
(
漢
文
注
全
て
省
略
気
形
）

『
下
学
集
』
（
前
田
家
蔵
古
本
）

〈
異
名
巨
斧
斧
虫
捕
輪
転
輪
折
父
天
馬
拒

こ
れ
ら
五
語
の
う
ち
「
ア
マ
キ
ビ
」
以
外
の
四
語
は
、
同
時
代
の
古

い
ず
れ
も
ご
く
容
易
に
掲
出
例
が
得
ら
れ
る

語
が
見
ら
れ
る
。

，
 罵算6

 
or T
 m

 

き

略下以

まぁ・
(

-
ビ
り

キ
き

マ
ま

ア
か

•1 
ib
じ同

aq 
Am
に

『邦訳8葡辞書」のかまきり

Camaqiriカマキリ（蟷螂．蛸娘）かまき

り．…以下略

Ibojiriイボジリ（鐙娘）かまきり…以下

略

Ibomuxiイボムシ（税虫）あるちいさな

虫（補遺に所収。森田氏により「かまき

りの異名」と補注）

Tor6タウラウ（蟷螂・蛭娘）または

Camaqiri. (かまきり）かまきり…以下略

＊異称に関わる部分を摘記して引用した。

＊邦訳の「かまきり」に相当する原文

は「Bichoda saude」。森田氏は Camaqiri

の項の注で「この語は諸辞書に見えない

が,Amaqibi; T6r6の条にも見える．‘乾

杯の虫’の意から‘かまきりを指した

のであろうか．」とする。

四
0
0
年
以
上
前
の
か
ま
き
り
の
異
称
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
各

地
域
で
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
か
を
推
測
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、

古
辞
書
一
般
に
見
え
る
四
語
と
ア
マ
キ
ビ
の
み
で
あ
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
『
日
葡
辞
書
』
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
多
く
の
異
称
と
ア
マ

キ
ビ
と
は
何
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

既
に
知
ら
れ
る
通
り
、
『
日
葡
辞
書
』
に
は
「
x
(
X
i
m
o
)
」
（
シ

モ
）
の
注
記
に
よ
っ
て
九
州
方
言
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
語
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
下
野
氏
の
推
測
通
り
「
中
央
語
を
記
述
し
た
も

の
で
は
な
い
」
場
合
は
、
こ
の
注
記
が
付
さ
れ
た
上
で
掲
出
さ
れ
て

い
る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
注
記
を
詳
細
に

分
析
し
た
森
田
武
(
-
九
九
三
）
は
方
言
と
規
範
的
な
日
本
語
の
峻

別
が
全
編
を
通
し
て
整
え
ら
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ

て
い
る
（
三

0
四
頁
）
し
、
柴
田
武
(
-
九
六
七
）
は
、
『
日
葡
辞

書
」
内
の
「
下
」
注
記
が
な
い
語
を
対
象
に
、
現
在
主
に
九
州
に
分

布
す
る
方
言
語
彙
で
か
つ
、
「
近
世
及
び
近
世
を
中
心
に
し
た
時
代

の
中
央
語
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
」
三
七
語
を
「
隠
れ
た
近
世
九

州
方
言
」
の
候
補
と
し
て
示
し
た
。
ま
た
、
迫
野
虔
徳
(
-
九
九
八
）

も
、
『
日
葡
辞
書
」
に
見
ら
れ
る
、
タ
マ
ガ
ル
（
び
っ
く
り
す
る
）
、

ソ
ラ
ゴ
ト
（
う
そ
）
、
コ
ー
ネ
（
た
て
が
み
）
は
「
九
州
の
か
な
り

特
徴
的
な
方
言
語
彙
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ
モ
注
記
が
な
い

（注
3
)

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
三
三

0
頁
）
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
シ
モ

注
記
が
無
い
こ
と
を
以
て
九
州
方
言
で
は
な
い
と
確
定
す
る
こ
と
は
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で
き
な
い
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
近
現
代
の
方
言
分
布
が
確
認
さ
れ
ず
、
他
の
異
称
や

漠
語
の
異
名
等
と
の
明
確
な
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
難
し
い
ア
マ
キ

ビ
の
場
合
、
『
日
葡
辞
書
』
以
外
の
用
例
を
見
出
し
が
た
い
と
い
う

だ
け
で
は
、
地
域
性
を
云
々
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
中
央
語
で

な
い
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、
用
例
が
見
ら
れ
る
文
献
の
成
立
地
の
分

布
を
以
て
そ
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

b
の
加

箪
訓
に
ア
マ
キ
ビ
が
見
え
る
こ
と
は
冒
頭
に
示
し
た
通
り
だ
が
、
用

例
が
見
ら
れ
る
他
の
文
献
に
つ
い
て
も
確
認
を
し
て
み
る
こ
と
に
し

ょ‘つ。
1

1

1

『
日
葡
辞
書
』
以
外
の
ア
マ
キ
ビ

―
―
-
|
―
薩
摩
版
・
日
向
版
『
緊
分
韻
略
』

先
に
述
べ
た
と
お
り
『
緊
分
韻
略
』
の
加
筆
訓
は
そ
の
施
さ
れ
た

時
代
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
両
版
の
刊
行
時
期
は
一
六
世

紀
前
半
ま
で
で
あ
り
、
刊
行
後
間
も
な
い
頃
の
加
筆
で
あ
れ
ば
こ
れ

ら
が
最
も
早
い
例
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
最
初
に
示
す
こ
と

と
し
た
。

次
の
表
は
、
薩
摩
版
・
日
向
版
の
両
版
の
う
ち
、
当
該
部
分
に
加

筆
訓
が
存
す
る

a
¥
i
の
九
本
の
『
緊
分
韻
略
』
の
「
娘
」
及
び
そ

の
前
後
四
文
字
の
合
計
九
文
字
の
項
に
見
ら
れ
る
加
筆
訓
を
対
照

し
た
も
の
で
あ
る
。
九
本
の
加
筆
訓
に
見
え
る
か
ま
き
り
の
異
称

カ
マ
キ

（
注

4
)

は
、
ア
マ
キ
ビ
（
ミ
）
、
イ
ボ
（
モ
）
ジ
リ
、
イ
モ
ム
シ
、

リ
の
四
種
、
こ
れ
に
『
諏
丞
分
韻
略
』
の
本
文
（
割
書
）
に
存
す
る

「
蛭
ー
」
（
タ
ウ
ラ
ウ
）
を
加
え
る
と
、
『
日
葡
辞
書
』
に
見
え
る
か

（
注

5
)

ま
き
り
の
万
つ
の
異
称
が
網
羅
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
九
本
に
限
っ

て
い
え
ば
、
本
文
に
存
す
る
タ
ウ
ラ
ウ
を
除
く
と
、

b
.
C
.
d
.

e
.
h
 
.• 

1

の
六
本
に
見
え
る
ア
マ
キ
ビ
が
最
も
一
般
的
な
加
筆
訓

な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
示
し
た
の
は
両
版
の
加
筆
訓
だ
け
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で

（注

6
)

確
認
し
得
た
慶
長
頃
ま
で
の
『
緊
分
韻
略
』
刊
本
に
は
、
他
に
ア
マ

キ
ビ
の
加
筆
訓
や
付
刻
訓
を
見
出
し
て
い
な
い
。
両
版
の
み
に
、
し

か
も
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
加
筆
訓
と
し
て
ア
マ
キ
ビ
が
見
え
る
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
加
筆
訓
は
、
各
伝
本

の
使
用
者
が
思
い
思
い
に
折
に
ふ
れ
て
必
要
な
音
訓
を
加
筆
し
て

い
っ
た
と
い
う
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
冒
頭
の

b
の
画
像
の
一
＿
一
行
目

「
鶴
」
に
、
す
ぐ
下
の
「
嬬
」
に
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
「
ヤ
マ

メ
」
と
、
次
行
の
「
闘
」
に
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
「
ム
マ
」
の

加
筆
訓
の
抹
消
痕
が
あ
っ
た
り
、
表
の

g
に
お
い
て
「
皇
」
に
記
さ

れ
る
べ
き
加
筆
訓
が
全
て
一
字
上
の
「
蛭
」
に
記
さ
れ
て
い
た
り
す

る
よ
う
に
、

H
移
り
に
よ
る
転
写
ミ
ス
を
窺
わ
せ
る
例
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
別
の
『
緊
分
韻
略
』
の
加
筆
訓
を
取
捨
選
択
し
つ
つ
転

記
す
る
と
い
う
作
業
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
古
辞
書
一
般
に
い
え
る
踏
襲
性
の
高
さ
は
、
加
筆
訓
に
お
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い
て
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
娘
」
を

含
め
た
九
文
字
に
対
す
る
加
箪
訓
を
み
る
と
、

b
や

g
に
他
の
伝
本

に
見
え
な
い
語
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
相
互
に
多
く
の
共
通
性
を

看取することができることから、ある一本に記されたアマ

キビの加筆訓が、転載を重ねてこの六本に跡をとどめてい

るという可能性を完全に否定することはできないのであ

日向版 薩摩版
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る
。
し
か
し
、
六
本
に
見
え
る
ア
マ
キ
ビ
が
、
仮
に
あ
る
一
本
に
源

を
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
加
筆
訓
を
施
す
者
に
「
娘
」

の
訓
と
し
て
適
当
で
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
れ
ば
、
九
本
中
六
本
も

の
伝
本
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
薩
摩
版
・

日
向
版
を
手
に
し
て
加
筆
を
行
う
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
、
「
ア
マ

キ
ビ
」
は
漠
詩
文
作
成
の
た
め
の
辞
書
に
加
筆
す
る
語
と
し
て
抵
抗

の
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

―
―
-
|
―
-
『
色
葉
字
集
』
（
仮
題
）
天
文
―
―
―
―
-
（
一
五
五
四
）
年
写

「
色
葉
集
』
（
仮
題
）
元
和
六
年
(
-
六
―

10)
年
写

い
ず
れ
も
、
漠
字
表
記
さ
れ
る
語
を
イ
ロ
ハ
分
類
で
掲
出
す
る
所

謂
「
色
葉
集
」
の
一
本
で
あ
る
。
『
色
葉
字
集
』
は
東
京
大
学
文
学

部
国
語
研
究
室
蔵
。
冒
頭
の
イ
＼
力
部
ま
で
部
分
的
に
欠
丁
や
破
損

が
あ
る
。
奥
書
に
は
「
大
和
国
山
辺
郡
桃
尾
山
龍
福
寺
於
安
楽
院
之

内
写
之
畢
／
天
文
廿
参
年
〈
甲
／
弓
〉
五
月
六
日
海
円
良
寛
廿
八

オ
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
桃
尾
山
龍
福
寺
」
は
奈
良
県
天
理

市
に
位
置
す
る
古
刹
で
あ
る
。
廃
仏
毀
釈
や
火
災
等
の
た
め
、
中
世

（
注

7
)

の
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、
「
海
円
良
寛
」

の
出
自
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
六
世
紀
中
葉
に
畿
内
で
書
写
さ
れ

た
辞
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
方
、
『
色
葉
集
』
は
慶
応

義
塾
図
書
館
蔵
。
奥
書
に
「
裔
知
尾
庄
／
所
持
安
田
与
左
衛
門
花
哩

／
元
和
六
庚
申
歳
八
月
十
五
日
書
之
／
墨
付
六
十
八
枚
」
と
あ
る
。

「
高
知
尾
庄
」
は
宮
崎
県
の
高
千
穂
地
域
の
こ
と
で
あ
る
。
「
安
田
与

左
衛
門
」
の
伝
は
未
詳
で
あ
る
が
、
同
書
の
一
丁
裏
に
記
さ
れ
た
江

戸
期
の
識
語
「
西
元
之
丞
／
日
向
国
新
小
路
本
主
也
光
高
／
主
」

「
日
向
国
新
小
路
住
人
／
西
喜
内
本
也
」
に
見
え
る
「
西
元
之
丞
」

と
盃
酉
喜
内
」
は
、
い
ず
れ
も
高
千
穂
地
域
の
郷
士
層
か
ら
延
岡
藩

士
と
な
っ
た
西
氏
の
後
裔
で
、
特
に
「
西
喜
内
」
は
延
岡
の
「
新
小

（
注

8
)

路
」
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
辞
書
が
江
戸
初
期
に
高
千
穂
で
書
写
さ
れ
、
同
地
か
ら
延

岡
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
注

9
)

両
書
は
類
似
の
辞
書
本
文
を
有
し
て
お
り
、
い
ず
れ
に
も
ア
マ
キ

ビ
が
見
え
る
。
掲
出
す
る
他
の
異
称
と
と
も
に
示
そ
う
。

蟷
娘
（
夕
部
）
蟷
娘
（
ア
部
）

蟷
螂
[
ア
マ
キ
ピ
也
]
(
夕
部
)

『
色
葉
集
』
で
は
夕
部
の
「
蟷
螂
」
の
注
文
と
し
て
見
え
る
の
み

で
、
ア
部
で
は
見
出
語
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
『
色
葉
字
集
』

は
巻
頭
に
脱
落
が
あ
る
た
め
、
イ
モ
ジ
リ
や
カ
マ
キ
リ
の
掲
出
の
有

無
は
不
明
で
あ
る
。

三
ー
三
『
い
ろ
は
字
』
永
禄
―
一
年
(
-
五
五
九
）
写

「
色
葉
集
」
の
一
本
で
あ
る
。
妙
本
寺
（
千
葉
県
）
蔵
。
鈴
木
博

（
一
九
七
四
）
に
影
印
と
索
引
・
解
題
が
存
す
る
。
編
者
の
日
我
は

『
色
葉
字
集
』

『
色
葉
集
』
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宮
崎
県
延
岡
出
身
の
学
僧
で
あ
る
。
写
年
は
自
筆
本
奥
書
末
に
「
永

腿
一
年
己
未
十
一
一
月
十
日
〈
作
者
筆
者
／
積
年
五
十
二
〉
日
我
花
押
」

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
解
題
で
は
、
「
ッ
ク
シ
辞
」
と
注
記
し
て
掲

出
す
る
語
が
日
我
の
出
自
で
あ
る
日
向
の
方
言
で
あ
る
可
能
性
が
強

い
こ
と
、
音
変
化
例
の
中
に
方
言
の
反
映
が
疑
わ
れ
る
も
の
が
存
す

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
ヤ
部
以
下
の
下
巻
が
残
る
の

み
で
、
上
巻
部
分
に
お
け
る
各
語
の
有
無
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
が
、
ア
部
に
次
の
語
が
見
え
る
。

蟷
娘
[
タ
ゥ
ラ
ゥ
]
（
ァ
部
)

語
形
は
「
ア
マ
ヒ
キ
」
で
あ
る
。
母
音
を
同
じ
く
す
る
二
音
の
交

替
な
の
で
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
記
さ
れ
た
と
お
り
の
「
ア
マ

ヒ
キ
」
で
あ
る
と
し
て
も
ア
マ
キ
ビ
と
同
じ
系
列
の
語
と
見
ら
れ

る
。
「
ア
マ
ピ
キ
」
で
あ
れ
ば
雨
乞
い
の
意
に
、
「
ア
マ
ビ
キ
」
で
あ

れ
ば
雨
蛙
の
異
称
に
通
ず
る
こ
と
と
な
る
が
、
今
そ
の
点
に
つ
い
て

踏
み
込
む
こ
と
は
し
な
い
。

三
ー
四
『
継
忘
集
』
元
和
三
（
一
六
一
七
）
年
以
前
写

漠
字
表
記
さ
れ
る
語
を
意
義
分
類
で
掲
出
す
る
所
謂
「
和
名
集
」

の
一
本
で
あ
る
。
西
崎
亨
・
萩
原
義
雄
（
二

0
0
八
）
に
影
印
と
解

題
が
あ
る
。
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
。
解
題
が
言
及
す

る
通
り
、
巻
末
に
筆
を
異
に
す
る
次
の
二
つ
の
識
語
が
あ
る
。

（

一

六

四

八

）

慶
安
元
年
正
月
廿
一
日
木
下
氏

□

（
拾
力
）
遺
重
春
布
押
／
金
蔵

院
座
主
快
全
法
印
弟
子
快
意
法
印
受
之

元
和
三
年
〈
丁
／
已
〉
神
無
月
六
日
或
老
人
持
参
求
置
也
／
金
蔵

院
当
座
主
快
全
面
囲

ま
た
、
識
語
の
丁
の
裏
に
は
「
口
（
尭
力
）
祐
花
囲
」
の
記
名
が
見

え
る
。
識
語
よ
り
元
和
―
―
一
年
以
前
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
ま
た
、
村
上
文
庫
の
蔵
書
印
の
他
に
、
円
形
の
蔵
印
「
幡
」
が

見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
よ
る
と
『
尾
張
名
所
図
会
』
等
の
編
者
野
口
道
直
の
も
の
で

あ
る
。
識
語
に
見
え
る
「
金
蔵
院
」
は
い
ず
れ
の
地
域
と
も
知
ら

れ
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
特
定
し
う
る
材
料
を
持
た
な
い
。
た
だ
し
、

本
書
中
に
「
白
死
」
（
病
之
部
）
や
「
蝦
」
（
魚
之
部
）
の
よ
う
に
、

『
日
葡
辞
書
』
に
お
い
て
シ
モ
注
記
を
伴
っ
て
掲
出
さ
れ
る
語
が
見

え
る
こ
と
を
た
よ
り
に
九
州
地
域
で
該
当
し
そ
う
な
寺
院
の
記
録
を

探
し
た
と
こ
ろ
、
鹿
児
島
県
旧
金
峰
町
（
次
の
坊
津
町
共
々
現
在
は

南
さ
つ
ま
市
）
田
布
施
の
「
金
蔵
院
」
に
識
語
の
一
部
と
符
合
す
る

点
が
存
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
同
所
を
末
寺
と
す
る
旧
坊
津
町

「
一
乗
院
」
に
、
慶
安
元
年
の
識
語
を
記
し
た
人
物
と
同
名
の
「
快

意
」
と
い
う
住
職
が
存
在
し
た
旨
の
報
告
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
坊

津
町
郷
士
史
編
纂
委
貝
会
(
-
九
六
九
）
の
「
一
乗
院
関
係
住
職
一

覧
表
」
は
「
墓
石
そ
の
他
よ
り
作
成
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
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こ
に
見
え
る
「
第
一
六
代
快
意
明
暦
年
代
（
一
六
五
五
＼
五
八
）
」

と
い
う
記
載
で
あ
る
。
同
様
の
調
壺
を
全
国
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
わ

け
で
は
な
い
の
で
あ
く
ま
で
一
候
補
と
い
う
域
を
で
な
い
の
で
あ
る

が
、
後
考
の
た
め
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

冨
継
忘
集
』
に
お
け
る
掲
出
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

蟷
娘
[
タ
ゥ
ラ
ゥ
]
(
虫
之
部
）

本
書
は
意
義
分
類
体
の
辞
書
で
あ
り
、
か
ま
き
り
を
示
す
語
の
掲

出
は
こ
の
語
の
み
で
あ
る
。

―
―
―
ー
五
『
肥
後
国
之
内
熊
本
領
産
物
帳
」
二
付
『
産
物
註
書
」

享
保
二

0
年
(
-
七
一
二
三
）
写

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
。
盛
永
俊
太
郎
・
安
田

健
(
-
九
八
九
）
に
影
印
と
翻
刻
、
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
幕

府
の
医
師
で
あ
っ
た
丹
羽
正
伯
か
ら
各
藩
に
編
集
と
提
出
が
依
頼
さ

れ
た
『
産
物
帳
』
の
控
え
で
あ
る
。
写
年
は
奥
書
に
「
享
保
二
十
年

十
一
月
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
『
産
物
註
書
』
は
国
立
国

会
図
書
館
蔵
。
同
じ
く
影
印
と
翻
刻
が
右
の
集
成
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
解
説
に
よ
る
と
「
熊
本
大
学
図
書
館
で
同
館
に
寄
託
さ
れ
て
い

る
永
青
文
庫
の
や
は
り
「
産
物
註
書
」
と
題
さ
れ
た
文
書
が
こ
の
文

書
（
米
谷
注
乙
国
会
図
書
館
蔵
『
産
物
註
書
』
の
こ
と
）
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
註

後
者
の
季
節
や
大
き
さ
に
関
す
る
解
説
か
ら
、
「
あ
ま
き
び
（
む

し
）
」
は
か
ま
き
り
の
異
称
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
全
て
の
国
の

産
物
帳
が
残
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
そ
の
意
味
を
大
き
く
み
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
が
、
盛
永
俊
太
郎
・
安
田
健
(
-
九
九
五
）
に
よ
る

と
、
同
集
成
に
収
録
さ
れ
た
産
物
帳
の
う
ち
、
こ
の
語
が
見
え
る
の

は
肥
後
の
み
で
あ
る
。

三
ー
六
ま
と
め

以
上
、
管
見
に
及
ん
だ
ア
マ
キ
ビ
及
び
そ
の
系
列
と
見
ら
れ
る

あ
ま
き
び

書
は
、
前
掲
、
「
豊
後
国
之
内
熊
本
領
産
物
帳
」
と
「
肥
後
国
之
内

熊
本
領
産
物
帳
」
の
註
書
で
、
永
青
文
庫
本
の
表
紙
裏
の
貼
紙
に
よ

る
と
、
こ
の
註
書
は
絵
書
と
共
に
一
七
一
二
七
年
八
月
十
五
日
、
江
戸

留
守
居
沢
村
孫
太
夫
か
ら
丹
羽
正
伯
の
許
へ
納
め
ら
れ
た
と
あ
る
」

と
の
こ
と
で
、
『
肥
後
国
之
内
熊
本
領
産
物
帳
』
完
成
後
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
作
成
さ
れ
た
注
解
書
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

「
絵
書
」
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
両
書
の
記
述
は
次
の
と
お
り
で
あ

る。カ
マ
キ
リ

蟷
螂

あ
ま
き
び
む
し
（
虫
類
）

『
肥
後
国
之
内
熊
本
領
産
物
帳
』

春
の
頃
生
、
五
歩
程
ョ
リ
四
五
寸
程
も
有
之
／
秋
の

頃

迄

居

申

候

（

虫

類

）

『

産

物

註

書

』

／
中
略
／

-12-



語
の
用
例
を
示
し
た
。
右
の
う
ち
、
『
緊
分
韻
略
』
六
本
、
『
色
葉

集
」
、
『
肥
後
国
之
内
熊
本
領
産
物
帳
』
、
『
産
物
註
書
』
は
九
州
で
刊

行
・
書
写
、
乃
至
は
成
立
し
た
こ
と
が
確
実
な
も
の
、
ま
た
、
「
ア

マ
ヒ
キ
」
を
掲
出
す
る
『
い
ろ
は
字
』
の
編
者
も
九
州
出
身
者
で
あ

っ
た
。
他
方
、
九
州
内
に
該
当
し
う
る
寺
院
が
存
す
る
も
の
の
所
持

者
の
特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
『
継
忘
集
』
、
現
在
の
奈
良
県
で
写

さ
れ
た
こ
と
が
確
実
な
『
色
葉
字
集
』
に
も
掲
載
が
確
認
さ
れ
た
。

特
に
後
者
は
、
書
写
者
「
海
円
」
が
九
州
出
身
者
で
あ
っ
た
か
、
同

書
の
親
本
が
九
州
地
方
の
語
彙
を
多
く
収
め
る
辞
書
で
あ
っ
て
「
海

円
」
は
付
訓
の
取
捨
選
択
を
あ
ま
り
せ
ず
に
転
写
を
行
っ
た
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
な
け
れ
ば
、
ア
マ
キ
ビ
が
畿
内
で
も
理
解
や
使
用
が

な
さ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
キ
ノ
コ
類
を
示
す
方
言
「
ナ
バ
」
は
、
『
日
本
国
語
大

辞
典
第
二
版
』
が
集
成
し
て
い
る
近
現
代
の
方
言
分
布
に
お
い
て
、

奈
良
県
（
松
茸
の
意
）
を
含
む
、
西
日
本
各
地
に
存
在
が
確
認
さ
れ

る
も
の
の
、
『
名
語
記
』
で
は
「
鎮
西
」
の
語
と
さ
れ
、
『
日
葡
辞

書
」
で
は
シ
モ
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
ー
ニ
で
言
及
し
た

『
色
葉
集
」
に
「
箱
茸
[
ナ
ハ
也
ご
等
と
見
え
る
も
の
の
ヽ
文
献
上

の
用
例
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
近
現
代
の
方
言
分
布
に
存
在
が

確
認
さ
れ
な
い
と
い
う
点
で
「
ナ
バ
」
と
は
異
な
る
が
、
江
戸
時
代

初
め
頃
ま
で
は
ア
マ
キ
ビ
も
（
畿
内
の
中
心
部
で
は
標
準
的
で
な
か

っ
た
に
し
て
も
）
西
国
を
中
心
に
異
称
と
し
て
用
い
る
地
域
が
あ
っ

お
わ
り
に

か
ま
き
り
の
異
称
ア
マ
キ
ビ
の
用
例
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
九
州
に

ゆ
か
り
の
あ
る
辞
書
類
に
少
な
か
ら
ぬ
数
が
見
ら
れ
た
他
、
畿
内
で

書
写
さ
れ
た
辞
書
に
も
一
例
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
語
の
地
域
上
の
分
布
に
つ
い
て
は
前
節
の
終
わ
り
に
記
し
た
程

度
の
ご
く
緩
や
か
な
限
定
を
加
え
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
薩
摩
版
・
日
向
版
『
緊
分
韻
略
』
に
お
い
て
は
「
娘
」

に
対
す
る
最
も
一
般
的
な
加
筆
訓
で
あ
る
こ
と
と
、
用
例
の
下
限
が

肥
後
の
『
産
物
註
書
」
で
あ
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
今
少
し
補
足
を

し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
薩
摩
版
・
日
向
版
を
手
に
し
て
加
筆
を
行

う
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
、
ア
マ
キ
ビ
は
漢
詩
文
作
成
の
た
め
の
辞

書
に
加
籠
す
る
語
と
し
て
抵
抗
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
仮
に
九
州

以
外
の
地
域
で
も
ア
マ
キ
ビ
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の

点
に
お
い
て
は
、
両
版
の
流
布
の
中
心
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
九
州

の
地
域
性
を
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
地
域
性
は
、
同
時
代
の
土
着

の
方
言
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
学
統
が

用
い
て
い
た
注
釈
的
な
言
語
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
日
葡
辞
書
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
江
戸
中
期
の
肥
後
の
産
物
帳
に
見
え
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
く
、

た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
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九
州
に
お
い
て
は
江
戸
初
期
頃
ま
で
、
あ
る
程
度
あ
ら
た
ま
っ
た
場

で
も
使
い
う
る
語
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
解
釈
し
た
い
。

両
版
の
加
筆
訓
に
、
畿
内
に
お
い
て
は
標
準
的
で
な
い
語
が
記
さ

れ
た
の
は
、
『
緊
分
韻
略
』
が
漠
詩
文
の
作
成
や
理
解
を
主
要
な
目

的
と
し
て
参
照
さ
れ
る
辞
書
で
あ
る
こ
と
に
そ
の
一
因
が
あ
ろ
う
。

漠
詩
文
は
表
面
的
に
は
漠
文
と
し
て
漠
文
脈
の
中
で
理
解
さ
れ
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
漢
語
「
鰈
蛾
」
や
漠
字
「
娘
」
の
訓
読
が

カ
マ
キ
リ
か
ア
マ
キ
ビ
か
イ
ボ
ジ
リ
か
は
、
そ
れ
ら
が
同
じ
も
の
を

指
し
て
い
る
限
り
は
さ
し
て
重
要
で
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
。
学
統

に
よ
る
よ
み
く
せ
や
地
域
で
の
異
称
等
、
あ
く
ま
で
も
紙
上
に
記
す

こ
と
が
許
容
で
き
る
範
囲
内
で
あ
る
に
し
て
も
、
加
筆
す
る
者
が
理

解
し
や
す
い
語
を
書
き
込
む
余
地
は
あ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
想

像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
参
照
さ
れ
る
場
の
近
さ
や
注
釈
の
言
語

と
し
て
の
共
通
性
か
ら
、
こ
れ
ら
の
加
筆
は
奥
村
氏
の
述
べ
ら
れ
る

（
注
1
1
)

と
お
り
抄
物
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
講
述
を
前
提
と
し
な
い
点

で
、
抄
物
よ
り
も
使
用
者
の
裁
量
が
多
く
反
映
さ
れ
得
る
と
い
え
よ

う
か
。
版
本
と
は
い
え
、
誰
で
も
が
容
易
に
手
に
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
物
で
な
か
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
各
地
と
の
交
流
が
進
み
学
問
上
の
機
運
が
高
ま
っ
た
地

域
に
お
い
て
、
私
用
の
辞
書
を
手
に
す
る
人
々
が
著
し
く
増
加
し
た

こ
と
は
、
後
代
に
残
る
よ
う
な
文
献
に
は
記
さ
れ
難
か
っ
た
語
が
書

き
留
め
ら
れ
る
一
っ
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

両
版
の
加
箪
訓
に
は
、
『
日
葡
辞
書
』
で
シ
モ
注
記
を
伴
っ
て
掲

出
さ
れ
る
「
ナ
ガ
シ
」
（
梅
雨
の
意
）
が

a
.
b
.
e
の
「
争
林
」
の

項
に
、
カ
ミ
の
語
形
「
イ
ギ
」
と
対
置
さ
せ
ら
れ
て
間
接
的
に
シ
モ

の
語
と
解
さ
れ
る
「
イ
ゲ
」
（
棘
の
意
）
が

b
.
d
.
e
の
「
前
」

の
項
に
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
九
州
地
方
を
中
心
と
す
る

近
現
代
の
分
布
が
確
認
で
き
る
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
筆
訓
の
地

域
性
を
示
す
だ
け
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
を
提
示
す
る
こ
と
が
先
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
で
文
献
に
の
み
存
在
が
確
認
で
き
る
ア
マ

キ
ビ
を
取
り
上
げ
て
迂
遠
な
道
筋
を
た
ど
っ
た
の
は
、
両
版
の
『
緊

分
韻
略
』
を
含
め
、
室
町
末
か
ら
江
戸
初
期
の
九
州
の
辞
書
群
が

記
録
す
る
日
本
語
が
、
時
に
畿
内
を
中
心
と
す
る
文
献
に
見
え
る

そ
れ
と
は
異
な
っ
た
姿
を
見
せ
る
興
味
深
い
事
例
と
考
え
た
こ
と

に
よ
る
。
畿
内
は
別
格
と
し
て
も
、
九
州
で
書
写
・
刊
行
さ
れ
た

と
見
ら
れ
る
古
辞
書
の
伝
本
は
少
な
く
な
い
。
近
年
は
堀
畑
正
臣

（―

I
O
I
三
）
の
よ
う
に
古
記
録
に
見
え
る
室
町
期
九
州
方
言
の
調

査
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
手
に
な
る
文
献
も
含
め
、

書
か
れ
た
も
の
に
反
映
し
た
地
域
性
の
諸
相
は
さ
ら
に
検
討
す
べ
き

余
地
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
検
討
は
、
辞
書
を

め
ぐ
る
地
域
の
言
語
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で

あ
ろ
う
。
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注
(
1
)
例
え
ば

a
に
記
さ
れ
る
「
龍
岡
茂
兵
衛
」
か
ら
は
、
島
津
家
重
臣
の

龍
岡
氏
と
の
関
係
が
想
起
さ
れ
る
が
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
天
理
図

書
館
(
-
九
九
八
）
参
照
。

(
2
)
た
だ
し
、
奥
村
氏
の
言
及
は
、
慶
長
版
の
付
刻
訓
が
如
何
に
付
さ
れ

た
か
と
い
う
事
情
の
究
明
の
必
要
性
を
述
べ
る
流
れ
の
中
で
の
も
の
で

あ
っ
た
た
め
か
、

b
の
加
筆
訓
と
慶
長
版
の
付
刻
訓
と
の
比
較
(
-
四

0

頁
ー
一
五
八
頁
）
の
中
で
は
具
体
的
な
地
域
と
関
連
づ
け
た
「
方
言
的

な
要
素
」
の
指
摘
は
し
て
お
ら
れ
な
い
。
な
お
、
本
稿
で
扱
う
問
題
か

ら
は
や
や
離
れ
る
が
、
鈴
木
功
箕
（
二

0
一
三
）
が
明
ら
か
に
し
た
「
倭

玉
篇
』
の
一
類
と
『
衆
分
韻
略
」
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
、
こ
の

点
の
究
明
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

(
3
)
さ
ら
に
丸
田
博
之
(
-
九
九
六
）
は
、
「
日
葡
辞
書
」
編
纂
者
を
「
そ

れ
は
「
「
下
の
語
」
に
相
当
精
通
し
て
い
る
」
、
言
い
換
え
れ
ば
「
九
州

出
身
の
」
、
「
日
本
人
」
（
イ
ル
マ
ン
あ
た
り
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
）
」
と
踏
み
込
ん
だ
想
定
を
さ
れ
た
上
で
、
『
長
崎
歳
時
記
』
等
と
の

比
較
か
ら
、
近
世
の
九
州
方
言
が
シ
モ
注
記
を
施
さ
れ
な
い
で
見
出
語

と
な
っ
て
い
る
例
を
示
し
て
い
る
。
丸
田
氏
の
言
及
は
さ
ら
に
、
「
日

葡
辞
書
』
編
纂
者
が
参
照
し
た
書
物
に
関
す
る
分
析
に
及
ん
で
お
り
、

本
稿
の
ま
と
め
に
関
わ
っ
て
参
考
と
す
べ
き
点
が
多
い
。

(
4
)
C
.
e
の
加
筆
訓
は
「
ア
マ
キ
ミ
」
で
あ
る
が
、
加
筆
訓
に
「
イ
ホ

シ
リ
」
と
「
イ
モ
シ
リ
」
の
両
形
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
マ
行
と
バ
行

の
交
替
は
中
世
に
お
い
て
は
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

も
ア
マ
キ
ビ
に
あ
た
る
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

(
5
)
加
筆
訓
に
カ
マ
キ
リ
が
見
え
る
の
は

g
だ
け
で
な
の
で
単
な
る
偶
然

か
も
し
れ
な
い
が
、
加
筆
訓
に
ア
マ
キ
ビ
と
カ
マ
キ
リ
の
両
方
が
見
え

る
本
は
な
い
。

(
6
)
薩
摩
版
・
日
向
版
以
外
に
、
慶
長
年
間
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
と
見
ら

れ
る
「
衆
分
韻
略
』
で
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
の
は
、
国
会
図
書
館
・

天
理
図
書
館
・
東
洋
文
庫
・
龍
門
文
庫
・
内
閣
文
庫
・
広
島
大
学
・
山

口
県
立
図
書
館
に
収
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
機
関
が
収
蔵
す
る

も
の
や
写
本
は
未
確
認
の
も
の
が
多
い
。

(
7
)
龍
福
寺
の
沿
革
等
に
つ
い
て
は
、
桃
尾
山
大
親
寺
の
方
々
よ
り
御
教

示
を
得
た
。

(
8
)
西
氏
の
高
千
穂
で
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
安
在
か
ず
お
（
二

0
0
五）

を
参
照
し
た
。
ま
た
、
「
元
之
丞
」
「
喜
内
」
両
名
の
延
岡
で
の
身
分
等

に
つ
い
て
は
、
『
牧
野
家
家
中
分
限
帳
』
（
年
次
未
詳
、
『
宮
崎
県
史
』

史
料
編
近
世
ー
に
所
収
）
や
笠
間
稲
荷
神
社
蔵
『
牧
野
家
中
延
岡
城
下

屋
敷
付
絵
図
』
等
に
て
確
認
で
き
る
。
な
お
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
高

千
穂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
の
緒
方
俊
輔
氏
よ
り
、
後
者
二
点
に

つ
い
て
は
、
延
岡
市
内
藤
記
念
館
学
芸
員
の
増
田
豪
氏
よ
り
御
教
示
を

得
た
。

(
9
)
両
書
に
つ
い
て
は
高
橋
久
子
（
二

0
0
六
）
に
言
及
が
備
わ
る
。

ま
た
、
「
色
葉
集
」
に
見
え
る
九
州
方
言
の
反
映
と
見
ら
れ
る
例
の
詳

細
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

(
1
0
)
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
あ
り
得
な
い
想
定
で
は
な
い
。
奥
村
氏
が

指
摘
す
る
b
の
加
錐
訓
と
慶
長
版
の
付
刻
訓
と
の
類
似
な
ど
と
も
併
せ

て
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
柳
田
征
司
（
一
九
九
八
~

七
六
二
頁
）
に
お
け
る
檻
の
意
の
「
ヲ
ロ
」
と
い
う
語
に
対
す
る
検
討

も
参
考
に
な
る
。
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(11)
柳
田
征
司
(
-
九
九
八
二
五
八
九
頁
）
の
「
抄
物
と
辞
書
と
は
元
来

極
め
て
近
い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
指
摘
、
及

び
『
韻
府
群
玉
』
の
抄
物
と
し
て
『
玉
塵
』
が
存
在
す
る
こ
と
や
、
住

吉
朋
彦
（
二

0
0
九
）
が
言
及
す
る
『
古
今
韻
会
挙
要
』
古
活
字
本
へ

の
書
入
や
同
整
版
本
付
訓
に
見
ら
れ
る
「
ソ
」
式
訓
点
の
存
在
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
。

(12)
注

(
6
)
の
範
囲
内
で
は
、
他
に
こ
の
二
語
が
見
ら
れ
る
『
緊
分
韻
略
」

は
な
い
。
た
だ
し
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
が
集
成
し
て
い
る

近
現
代
の
方
言
分
布
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
語
も
ナ
バ
と
同
様
、
九

州
に
そ
の
存
在
が
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

参
考
文
献

安
在
か
ず
お
（
二
0
0

五
）
「
西
臼
杵
の
姓
氏4
3
~
西
氏
」
（
『
か
る
め
ご
』

―
1
0
0
五ー――-、

J
A
高
千
穂
地
区
）

磯
野
直
秀
（
二

0
0
1
―
-
）
「
『
日
葡
辞
書
」
の
動
物
名
」
（
『
慶
応
義
塾
大
学
日

吉
紀
要
・
自
然
科
学
』
三
四
）

奥
村
三
雄
(
-
九
七
三
）
『
緊
分
韻
略
の
研
究
古
本
四
種
影
印
／
慶
長
版
総

索
引
』
（
風
間
書
房
）

川
瀬
一
馬
(
-
九
五
五
）
『
古
辞
書
の
研
究
』
（
講
談
社
）
。
た
だ
し
、
引
用

は
(
-
九
八
六
）
『
増
訂
古
辞
書
の
研
究
』
（
雄
松
堂
出
版
）
に
拠
っ
た
。

川
瀬
一
馬
(
-
九
七

0
)
『
五
山
版
の
研
究
』

(
T
h
e
A
B
A
J
)

川
瀬
一
馬
(
-
九
八
二
）
『
龍
門
文
庫
善
本
書
目
』
（
阪
本
龍
門
文
庫
）

岸
本
恵
実
(
―

I
O
I
―
-
）
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
羅
葡
日
辞
書
の
方
言
語
彙
」
（
『
和

漢
語
文
研
究
』
一

0
)

九
州
方
言
研
究
会
(
-
九
六
九
）
『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
（
風
間
書
房
）

国
立
国
語
研
究
所
編
(
-
九
七
―
-
）
『
日
本
言
語
地
図
』
第
五
集
第
二
二
九
図
、

第
二
三
〇
図
（
大
蔵
省
印
刷
局
）

小
林
隆
(
―

-
0
0
四
）
『
方
言
学
的
日
本
語
史
の
方
法
』
（
ひ
つ
じ
書
房
）

迫
野
虔
徳
(
-
九
九
八
）
『
文
献
方
言
史
研
究
』
（
清
文
棠
）

佐
藤
貴
裕
(
-
九
八
六
）
「
東
西
方
言
対
立
語
か
ら
み
た
『
書
言
字
考
節
用
集
』

の
性
格
」
（
『
国
語
学
』
一
四
九
）

柴
田
武
(
-
九
六
七
）
「
『
日
葡
辞
書
』
の
九
州
方
言
」
（
『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
、

＿―-省堂）

島
屋
政
一
(
-
九
―
―
一
三
）
『
印
刷
文
明
史
第
二
巻
」
（
印
刷
文
明
史
刊

行
会
）

下
野
雅
昭
(
-
九
八
三
）
「
か
ま
き
り
（
蟷
螂
）
／
い
ぼ
じ
り
（
税
じ
り
）

／
と
う
ろ
う
（
蟷
螂
）
」
（
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
第
9
巻
語
誌
I
あ

い
さ
つ

1
ぐ
そ
く
』
、
明
治
書
院
）

鈴
木
功
慎
（
二

0
一
三
）
「
倭
玉
篇
類
字
韻
永
禄
六
年
写
本
の
構
成
な
ら
び

に
詩
作
と
の
関
連
性
に
就
い
て
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
―
―
―

10)

鈴
木
博
(
-
九
七
四
）
『
妙
本
寺
蔵
永
禄
二
年
い
ろ
は
字
影
印
・
解
説
・
索

引
』
（
清
文
堂
）

住
吉
朋
彦
（
二

0
0
九
）
「
古
活
字
本
『
古
今
韻
会
挙
要
』
考
」
（
『
斯
道
文

庫
論
集
』
四
四
、
住
吉
（
二

0
―
二
）
に
補
訂
再
録
）

住
吉
朋
彦
（
二

0
1
―
-
）
『
中
抵
日
本
漢
学
の
基
礎
研
究
韻
類
編
』
（
汲
古

書
院
）

高
橋
久
子
（
二

0
0
六
）
「
色
葉
字
の
性
格
に
就
い
て
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点

資
料
』
―
―
六
）

天
理
図
書
館
(
-
九
九
八
）
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
和
漠
書
之
部
第
四
』

（
天
理
大
学
出
版
部
）
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東
条
操
(
-
九
三
八
）
「
関
東
に
於
け
る
蟷
螂
の
土
語
」
（
『
国
語
と
国
文
学
」

十
二
月
号
）

東
洋
文
庫
日
本
研
究
委
員
会
(
-
九
九

0
)
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題

ー
』
（
財
団
法
人
東
洋
文
庫
）

西
崎
亨
・
萩
原
義
雄
（
二

0
0
八
）
『
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
村
上
文
庫
本
「
字

書
」
四
種
ー
本
文
絹
ー
影
印
・
解
題
』
（
関
西
文
化
研
究
叢
書
別
巻
、

武
庫
川
女
子
大
学
関
西
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

廣
戸
惇
(
-
九
八
六
）
『
方
言
語
彙
の
研
究
」
（
風
間
書
房
）

福
島
邦
道
(
-
九
八
八
）
『
語
史
と
方
言
』
（
笠
間
書
院
）

坊
津
町
郷
土
史
編
纂
委
員
会
(
-
九
六
九
）
『
坊
津
町
郷
土
史
上
巻
』
（
坊

津
町
郷
土
史
編
纂
委
員
会
）

堀
畑
正
臣
（
二

0
一
三
）
「
中
世
阿
蘇
文
書
に
見
え
る
記
録
語
を
め
ぐ
っ
て
」

(
「
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
の
地
域
社
会
と
宗
教
』
、
清
文
堂
）

丸
田
博
之
(
-
九
九
六
）
「
日
葡
辞
書
の
編
者
と
そ
の
周
辺
」
（
『
国
語
国
文
』

六
五
ー
五
）

三
澤
成
博
（
二

0
0
0
)
「
主
要
伝
本
和
訓
対
照
一
覧
」
（
『
永
正
元
年
版
緊

分
韻
略
』
付
載
、
港
の
人
）

森
田
武
(
-
九
九
三
）
『
日
葡
辞
書
提
要
』
（
清
文
堂
）

盛
水
俊
太
郎
・
安
田
健
(
-
九
八
九
）
「
享
保
／
元
文
諸
国
産
物
帳
集
成
第

X
I
I
I
巻
』
（
科
学
書
院
）

盛
水
俊
太
郎
•
安
田
健
(
-
九
九
五
）
「
享
保
元
文
賭
国
産
物
帳
集
成
補
遺

編
I
I
I
』
（
科
学
書
院
）

安
田
章
(
-
九
八
三
）
『
中
世
辞
書
論
考
』
（
清
文
堂
）

柳
田
国
男
(
-
九
二
七
）
「
蟷
螂
考
」
（
『
土
の
い
ろ
』
四
・
四
、
「
定
本
柳
田

国
男
集
』
（
筑
摩
書
房
）
に
よ
る
）

柳
田
征
司
(
-
九
九
八
）
「
室
町
時
代
語
資
料
と
し
て
の
抄
物
の
研
究
』
（
武

蔵
野
書
院
）

吉
松
郷
土
誌
絹
集
委
員
会
(
-
九
九
五
）
『
吉
松
郷
土
史
（
改
訂
版
）
』
（
吉
松
町
）

米
谷
隆
史
（
二

0
1
0
)
「
資
料
紹
介
諫
早
文
庫
所
蔵
の
古
本
節
用
集
に
つ

い
て
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
九
、
和
泉
書
院
）

李
承
英
・
湯
沢
質
幸
（
二

0
0
七
）
「
日
本
の
韻
書
と
韓
国
の
韻
書
ー
緊
分

韻
略
と
三
韻
通
考
ー
」
（
「
日
本
学
報
』
七
一
、
韓
国
日
本
学
会
）

本
稿
は
、
第
六
三
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会
及
び
二

0
一
三
年
度
日
本
語
学

会
秋
季
大
会
で
の
研
究
発
表
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
対

し
て
意
見
を
頂
戴
し
た
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
資

料
の
調
査
を
許
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
収
蔵
機
関
と
貴
重
な
情
報
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
に
も
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究

(
C
)
「
古
辞
書
に
お
け

る
方
言
掲
載
意
識
に
関
す
る
研
究
」
（
代
表
者
米
谷
隆
史
ニ
課
題
番
号

23520562)~ 

び
‘
同
「
イ
ロ
ハ
韻
等
の
作
詩
用
韻
書
を
辞
書
史
的
に

記
述
す
る
た
め
の
基
礎
研
究
」
（
代
表
者
岡
島
昭
浩

1

研
究
課
題
番
号

2
5
3
7
0
5
1
7
)

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
初
校
に
際
し
て
】

「
衆
星
堂
古
書
目
録
乙
未
仲
呂
』
（
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
日
発
行
）

に
、
薩
摩
版
（
「
宗
藝
」
の
陰
刻
を
加
え
た
後
印
本
）
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
朱
墨
の
加
筆
訓
も
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
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